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木木質質ババイイオオママススのの活活用用支支援援  
（（搬搬出出～～燃燃料料製製造造～～需需要要設設備備導導入入））  
～～木木質質ババイイオオママススのの活活用用促促進進ににつついいてて、、山山かかららのの搬搬出出、、燃燃

料料製製造造、、需需要要設設備備のの導導入入をを一一つつのの大大ききななププロロジジェェククトトとと

ととららええ、、総総合合的的にに支支援援ししまますす！！～～   

エネルギーと 

まちづくり 

搬出～利用までを1つのプロジェクトとして捉え、持続可能な「地域システム」の構築が不可欠 

＜木質バイオマスの活用における問題点（例）＞ 

 原料の山からの搬出コストが高い ⇒ 木質バイオマス燃料が高価 ⇒ 地域に普及しない 

 地域に木質燃料の需要家不在 ⇒ 安定的な販路が確保できない ⇒ 燃料製造事業が持続しない 

 木質ボイラーの稼働率が悪い ⇒ 予定していた熱量が得られない ⇒ 維持管理費が嵩む など 

当社では、木質バイオマス活用に関する総合的な知見を活かし、一貫した支援を行います！ 

 木質バイオマスの賦存量・利用可能量調査 

 山林からの調達システムの構築 

 燃料製造事業の検討 

 公共施設、温浴施設等への木質バイオマス利用設備の導入可能性調査 

 導入設備の基本設計、機種選定 

 

総合的に 

支援可能 

 

【効果】燃料費の地域循環、雇用創出、温室効果ガスの削減、地域産業の活性化 

エネルギー 

お金 

適切な管理 健全な山林の維持 安定した資源供

 

安定的な販路確保 

適正な原木販売価
 

事業の安定 原木の安定供給 

安定的な販路確保 

適正な燃料販売価
 

事業の安定 燃料の安定供給 

適正な燃料購入価
 

適切な需要設備 

光熱費の削減 需要家の拡大 

木質バイオマス活用に関する地域システム 

 
 

林業等 

山林 

燃料製造 

需要家 



 

業務 

実績 

お 問 い 合 わ せ 先 及 び 技 術 担 当  

■  お問い合わせ先：  東京本社  営業部  

 〒103-8430 東京都中央区日本橋浜町3-21-1（日本橋浜町Fタワー)  

 TEL：03（5695）0240  FAX：03（5695）1881  

■  技術担当：  東京本社  地球環境センター  
http://www.ctie.co.jp/ 

2016.4 

  H21 長野市  ：木質バイオマスボイラー導入診断調査業務委託  

  H22 札幌市  ：「緑の分権改革」推進事業 木質バイオ燃料地域内利用促進実証調査業務  

  H24 民間企業  ：工場への木質バイオマス利用設備導入可能性基礎検討調査  

  Ｈ24 茨城県  ：「木質バイオマス利用を推進するための調査事業」業務委託  

  Ｈ24 釜石市  ：釜石市復興住宅スマートコミュニティ導入調査検討業務  

  Ｈ25 栃木県  ：平２５農村地域再生可能エネルギー利活用推進計画等作成業務委託  

  Ｈ25 西川町  ：平成２５年度西川町木質バイオマスエネルギー利用可能性調査業務委託  

  Ｈ27 都城市  ：都城市木質バイオマス発電事業に係る基礎調査業務委託  

他多数  

木質バイオマス活用のための地域システムの構築手順 

②木質バイオマス利用設備の導入可能性調査 

③燃料調達システムとコストの検討 

⑦域内の導入効果の整理 

（地域経済、雇用、CO2削減

 

⑧基本設計 

⑨実施設計 

④燃料製造に関する 

事業計画（案）の策定 

1.原木調達システムの検討  

2.燃料加工・販売システムの検討  

3.燃料製造事業の経済性評価  

 

 

地域システムの検討手順 

⑤燃料製造事業の主体構築 

【検討項目】  

・賦存量、利用可能量  

・原木調達システムの検討  

・チップ製造事業の検討  

・公共施設等へのボイラー

導入の検討  

・地域導入効果の検討  

⑥需要設備の導入基本計画策定 

地域システムの 

検討事例 

1.施設情報の収集  

2.簡易経済性評価  

3.有望施設の選定  

4.詳細経済性評価  

5.導入候補施設の抽出  

6.概念設計  

7.設備導入・運転時の留意事項等の整理  

 
 

1.現況調査・解析  

2.賦存量の算出  

3.利用可能量の算出（現在・将来）  

①木質バイオマス資源量とエネ 

ルギー利用可能の詳細調査 


	 木質バイオマスの賦存量・利用可能量調査
	 山林からの調達システムの構築
	 燃料製造事業の検討
	 公共施設、温浴施設等への木質バイオマス利用設備の導入可能性調査
	 導入設備の基本設計、機種選定
	 原料の山からの搬出コストが高い　⇒　木質バイオマス燃料が高価　⇒　地域に普及しない
	 地域に木質燃料の需要家不在　⇒　安定的な販路が確保できない　⇒　燃料製造事業が持続しない
	 木質ボイラーの稼働率が悪い　⇒　予定していた熱量が得られない　⇒　維持管理費が嵩む　など

